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一 般 質 問 （令和８年３月定例議会） 

 

１０番 田 中   廣 議員 

（一括方式） 

１ 生涯学習施設「里仁館」について 

（１）閉館を迎えることに対する市の所感 

（２）里仁の心を受け継げないか 

（３）閉館後の施設 

 

２ 100年続く森林を目指して 

（１）森林経営管理意識調査 

（２）豪雨災害で被災した林道の復旧 

（３）酒田産材の利活用 
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１８番 武 田 恵 子 議員 

（一問一答方式） 

１ 「日本一女性が働きやすいまち」の実現を目指した施策について 

（１）えるぼし認定・くるみん認定・ユースエール認定の取得 

（２）「働く酒田イノベーション戦略」の策定 

（３）「国際女性デー」の取組 

（４）サンロクＩＴ女子プロジェクトの成果と課題 

 

２ 健全な行政経営の推進に向けて 

（１）公共施設適正化の着実な推進 

① 総論賛成・各論反対の可能性 

② 具体的な施設の合意形成の見通し 
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９番 大 壁 洋 平 議員 

（一問一答方式） 

１ 若者・学生に選ばれるまち酒田の実現に向けて 

（１）高校生の地元定着率向上について 

① 地元定着率が低いことについての分析は 

② 事業効果分析は 

③ 学生・高校・企業の声は 

（２）東北公益文科大学生の本市への就職促進について 

① 本市への定着率が低いことについての分析は 

② 事業効果分析は 

③ 公立化による事業の広域化での影響は 

④ 学生・大学・企業の声は 

（３）ＩＴ企業の誘致と定着の実績は 

（４）若者・学生が集い遊べる居場所の整備について 

① 市内の高校生・大学生・若者から「集まれる場所・遊べる場所が欲

しい」という声への市の対応は 

（５）市が考える若者・学生に選ばれるまちのビジョンは 

 

２ 稼ぐ・稼げるまちに 

（１）市民所得の向上 

（２）本市はどう稼ぐか 

（３）工業団地の造成 

（４）データセンター誘致 
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２２番 松 本 国 博 議員 

（一括方式） 

１ 施政方針を踏まえた市の関わり方 

（１）政策と施策 

  ① 掲げる政策と具体化する手段としての施策の考え方 

  ② 令和８年度の政策の柱は 

（２）商工業の稼ぐ力をどのようにサポートするのか 

  ① 大規模産業用地取得への支援 

   ア 国内外企業に10億円ぐらいのピーアールが必要では 

   イ 事前の土地造成しなくとも産業用候補地選定を 

  ② 港湾関連事業等を市内経済活動への循環 

  ③ 国の産業支援に対応する産業戦略組織は 

 （３）次期総合計画の策定 

   ① 行政が行うこと、民間にお願いすること 

   ② 市民や職員の人財支援を 

   ③ 後期計画で明記している課題解決を 

 

２ 下水道事業ウォーターＰＰＰ（公民連携手法） 

（１）本市の下水道事業の現状と課題 

（２）下水道事業でのＰＰＰへの考え 
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１１番 後 藤   啓 議員 

（一括方式） 

１ 大雨災害からの復旧・復興 

（１）森林の復旧 

① 木材が倒壊している民有林の復旧は 

（２）残土置き場 

① 残土置き場の活用策は 

（３）被災者の現状 

① 住居を移転した被災者の現状は 

 

２ 鳥獣被害対応 

（１）鳥獣被害防止総合対策交付金事業 

① 事業内容は 

② 職員体制はどうなる 

（２）冬眠から覚める熊への対応 

① 警察官のライフル銃による対応 

② 鳥獣被害対策実施隊員の養成 

（３）増加する一方のイノシシへの対応 

① 農業被害の実態は 

② イノシシへの緊急銃猟 
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５番 遠 田 敏 子 議員 

（一括方式） 

１ 女性が安心して働き続けられる環境づくり 

（１）令和８年４月１日施行の「改正女性活躍推進法」 

① 改正女性活躍推進法の認識は 

② 本市における女性の就業状況は 

③ 男女の賃金格差は 

（２）市内企業への支援 

 

２ 「女性の健康」を守る取組 

（１）緊急避妊薬の市販開始を受け本市ができる役割は 

  ① 情報提供（ＳＮＳの活用含む）と安全性の周知 

  ② 購入時のプライバシーへの配慮は 

  ③ 外国人の購入に際し言語面での支援は 

 

３ 福祉の充実と観光のおもてなしにつながるナビレンス※ 

（１）同じ空間・同じ情報を利用できる仕組み作りを 

① ナビレンスについて本市の認識は 

② 視覚障がいのある方に対する現在の取組と課題は 

③ 観光客へのおもてなし拡大へ 

④ 共生社会の構築へ 

 

※…視覚障害者等の移動支援を目的としたスマートフォン用アプリ 
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２４番 佐 藤   猛 議員 

（一括方式） 

１ 東北公益文科大学の公立化について 

 （１）国際学部と教育内容 

 （２）公立化による効果 

 （３）今後の展望と課題 

 

２ 外航クルーズ船について 

 （１）過去最高となった要因 

 （２）受入体制と課題 

 （３）経済効果と今後の見通し 

 

３ 酒田市公共施設等総合管理計画について 

（１）公共施設等総合管理計画の改訂の考え方 

（２）総合管理計画に基づく財政見通し 

（３）市民参加と情報公開 

（４）公共施設の利活用と民間活力導入 
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２番 ガンバリーニ 杏子 議員 

（一括方式） 

１ デジタル化による子育て世代の負担軽減について 

 （１）病児・病後児保育及び一時預かり保育施設 

① 利用登録や空き状況確認、予約のオンライン化に対する考え 

   ② これまでの検討状況及び今後の方針 

 （２）「さかた子育て応援アプリ（母子モ）」 

   ① 初年度の利用目標値と実績見込み 

   ② 将来的な機能拡充 

 

２ 子育て支援における上限年齢の根拠と引上げについて 

 （１）病児・病後児保育 

 （２）産後ケア 

 

３ 「日本一女性が働きやすいまち」宣言と若年女性の市外流出について 

 （１）「日本一女性が働きやすいまち」宣言の達成 

 （２）アンコン施策の深化と無意識層へのアプローチ 

 （３）若年女性の流出原因の仮説と検証 
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３番 佐 藤   弘 議員 

（一括方式） 

１ 中・高校生の通学費支援事業について 

（１）本市でも本事業の立ち上げを 

 

２ 医療的ケア児支援事業の拡大について 

 （１）支援の対象者の拡大を 

 

３ 教職員給与特措法改正と働き方改革の推進について 

 （１）「働きやすさ」と「働きがい」のある職場にするために 

（２）学校運営協議会の活用 
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６番 伊 藤 欣 哉 議員 

（一括方式） 

１ 夢があり、儲かる農業で豊かなまちを創るために 

（１）水田農業の担い手数の推移及び農事組合法人の更新状況は 

（２）持続的地域営農確保総合対策事業の状況と事業効果は 

（３）来年度の地域計画及び目標地図の更新計画は 

 

２ 国民健康保険事業について 

（１）本市の医療費水準は 

（２）医療費適正化対策の成果は 

（３）本市の法定外繰入金はあるか。法定内繰入金の水準は 

（４）将来的な保険税水準統一の進め方は 

 

３ ふるさと納税について 

（１）今年度の見込み 

（２）米返礼品確保の状況は 

（３）ふるさと納税復活に向けた戦略は 
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２１番 池 田 博 夫 議員 

（一括方式） 

１ 山形新幹線庄内延伸について 

（１）山形新幹線庄内延伸の意義と取組の方向性 

  ① 山形新幹線庄内延伸の意義 

  ② 他の鉄道高速化（羽越新幹線、羽越高速化）との比較及び優位性 

  ③ 延伸実現までのプロセス 

（２）知事要望の経過と今後 

① 昨年12月の知事要望の受け止め 

② 今後県等に求めていくこと 

（３）延伸の実現に向けて 

① 酒田商工会議所、他団体、他市町村との連携 

② 今後の推進組織 

③ 酒田市長としての戦略と覚悟 
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１６番 安 藤 浩 夫 議員 

（一括方式） 

１ 本市の自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ） 

について 

（１）本市におけるＤＸの推進と取組 

（２）５年経過しての成果と検証 

（３）情報セキュリティ対策 

 

２ 災害対策の「共助」について 

（１）防災訓練の参加状況 

（２）若い世代の参加を募るアプローチ 
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４番 杉 山 道 弘 議員 

（一括方式） 

１ 企業版ふるさと納税について 

（１）現在の寄附の状況 

（２）今後の目標と展望 

 

２ 冬季における「白鳥」の観光利活用について 
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８番 市 原 栄 子 議員 

（一括方式） 

１ 飛島の暮らしを守る生活安全保障の再構築の考え方は 

（１）長期欠航の認識は 

（２）高齢化を踏まえた危機管理への転換 

① 孤立リスクをどのように評価し改善していくのか 

② 現在の災害備蓄食料に対する考え方は 

 （３）島内商店を活用し、準公的備蓄が必要ではないか 

 （４）定期船の更新と就航率の向上をどのように考えるか 

① 新船に求めるものは何か 

② 同じ日本海に浮かぶ粟島航路との比較検討が必要ではないか 

③ 港湾整備と一体で検討すべきではないか 

 （５）将来を見据え、安心して住み続けられる飛島への考え方は 
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１３番 守 屋 紀 彦 議員 

（一括方式） 

１ 定期船「とびしま」の安定就航に向けて 

（１）現行船の課題 

（２）新造船に向けての今後の見通し 

（３）安定的な船員確保 

 

２ 山形新幹線庄内延伸について 

（１）機運醸成の進め方 

（２）庄内・最上自治体や経営団体との合意形成 

（３）時間短縮のための高速化・中速化の考え 
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１２番 冨 樫   覚 議員 

（一括方式） 

１ 本市における災害時集落孤立対策 

（１）現状認識 

 ① 道路寸断による集落孤立 

（２）情報伝達・安否確認 

① 安否確認と被害状況 

（３）物資供給・救護体制 

① 孤立の長期化による備蓄状況 

（４）高齢者・要配慮者への対応 

① 支援体制の構築 

② 個別避難計画と集落孤立対策の連携 

（５）地域との連携と今後の課題 

① 集落単位での防災訓練 
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２５番 髙 橋 千代夫 議員 

（一括方式） 

１ 持続可能な財政基盤の確立について 

（１）財政展望と健全な財政運営 

① 令和８年度の当初予算編成を踏まえ、持続可能な財政基盤をどう

確立していくのか 

② 今後の健全な財政運営に向け、現状認識と方向性をどう考えてい

るか 

 （２）財政展望における投資的事業の考え方は 

   ① 将来の負担となる公債費の抑制や安定的な財政運営に必要な基金

残高の確保は 

② 投資的経費の平準化と適切なコントロールは 

③ 長期的視点に立ち実施していく必要があると思うがどうか 

（３）公金の運用 

  ① 現在の公金の運用はどのようになっているのか 

  ② 安定した財源確保のためにより有利な運用は考えられないか 

  ③ ネーミングライツなどで稼ぐ方法の拡大は 

 

２ 酒田市教育の今後の考え方は 

（１）出生数減少の中での幼少期保育・教育環境の今後の考え方は 

（２）東北公益文科大学の公立化、義務教育学校設置に向かう中での今後

の本市の教育環境の考え方は 

（３）幼少期から大学までの一体的教育を目指すべきではないのか 
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１番 佐 藤 千佳夫 議員 

（一問一答方式） 

１ 移動困難な有権者の「投票の権利」を保障する移動支援の導入について 

（１）今回の衆議院議員総選挙での低投票率を改善するための取組 

（２）投票所に行きたくても移動手段がないために棄権せざるを得ない有

権者が存在することを市としてどう認識しているか 

 

２ いじめにおける「重大事態」の対応について 

（１）本市において、いじめの疑いにより重大事態として認知し、迅速に

調査を開始するための具体的な判断基準 

（２）重大事態の判断基準の学校現場への周知状況 

（３）重大事態として報告・調査を行う体制が担保されているか 

（４）警察への相談・通報を行うことについて、学校ではどのような場で、

どのような方法で家庭などに周知しているか 
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２３番 市 村 浩 一 議員 

（一括方式） 

 １ 「手話言語条例」の制定 

 

 ２ 小学生の国語教育とタブレット学習 

  （１）国語教育におけるタブレット学習のメリットとデメリットは 

  （２）国語教育の中で「読み・書き」が指導の重点というが補う対策は 

 

 ３ 酒田市まちなかグランドデザインの今後の取組と課題は 

  （１）「まちなかエリアプラットフォーム（仮称）」の具体的な取組は 

  （２）「目指すまちの姿」を実現させるための課題は何か 

  （３）居住誘導における建設及び住宅政策の在り方と課題、あるべきま

ちの姿は 


